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第５波では関東が早くピークを迎えた

第４波では、関西が早くピークを迎え、
波も大きかった

※厚生労働省オープンデータ「新規陽性者数の推移（日別）」より作成

感染者数の「波の研究」が必要。

○ 第５波まで、感染者数の増減は圏域ごとに異なっており、増減の波を形づくってきた。
○ これまで、どうして感染者が増えるのか、どうして減少するのかが分かっていない。また、波の高低、波が形

成される時期が圏域によって異なってきたが、それもよく分からない。

新規陽性者数の推移を検証する必要があるのではないか。

更なる分析の必要性①


